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六阪のⅢ
―JLJ58 を視察

学

生

地
元
中
学
生
と
交
縮
会

大

阪

府

内

十

二

校

か

ら

十

五

人

の
中

学

生

が

、

十

二

月

二

十

七

日

北

方

領

土

を

祝

察

に

本

町

を

訪

れ

ま

し

た

。
　

一
行

は

一

十

五

日

根

〓

入

り

し

、

一

十

六

日

ノ

サ

ッ
プ

岬

を

見

学

、

根

二

市

内

の
中

学

生

と

交

流

し

た

の

に

続

い
て

、

日

後

島

を

間

近

に

望

む

本

町

で
　

微

土

問

題

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

よ

う

と

訪

れ

た

も

の

で

す

。

一
行

は

　

原

回

規

義

北

方

領

上

大

阪

府

推

進

委

員

を

先

頭

に

、

報

導

関

係

者

も

ま

し

え

た

総

勢

二

十

七

人

で

、

出

迎

え

た

小

野

町

長

の
案

内

で

北

方

領

土

館

を

見

学

し

ま

し

た

。

生

徒

た

ち

は

　

展

望

室

か

ら

手

に
取

る

よ

う

に

見

え

る

同

後

島

に

、

「
北

方

領

土

っ
て

こ

ん

な

に

近

い

の

か

」
と

政

め

て

貯

い
た
よ

う
す

。

続

い
て

米

幹

集

落

セ

ン
タ

ー

で
　

標

津

中

学

校

生

徒

と

の
交

流

全

が
も

た
れ

活

発

な

意

見

が

交

わ

さ

れ

た

。

大

阪

の

中

学

生

は

　

北

方

領

上

の
間

近

さ

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

　

御

装

の

さ

れ

て

い
な

い
通

路

に

は

持

い
た

よ

う

で

し

た

。

地

九
中

キ

■

は

、

大

阪

の
中

学

校

が

城

業

に

も

北

方

領

と

問

題

を

取

り

入

れ

て

る

と

の

こ

と

に
　

感

心

の
色

を

か

く

せ

な

い
よ

う

で

し

た

ｔ

忙

後

に
　

ブ

レ

ゼ

ン

ト

の
変

換

を

し

　

こ

の
交

流

会

を

機

会

に

　

い

つ
ま

で

も

友

辻

で

い
よ

う

と

ィ

い
あ

っ
て

い
ま

し

た

。

こ

の
あ

と

大

阪

の
中

ヤ

生

は

　

伊

本

仁

の

さ

け

　

ま

す

ふ
化

場

を

地

■

．

令

員

が

　

あ

き

あ

し

の
卵

　

和

れ

を

凡

る

の

は

初

め

て

と

の

こ

と

で

　

小
化

場

長

き

た

の
説

明

に
聞

き

い

っ
て

い
〓

し

■

ｈ

山

者

は
　

悲

は

な

避

難

事

故

に

あ

わ
な

い
よ

う

じ

ゅ
う

ぶ

ん

な

注

意

が

必

要

で

す

。

遭
難
事
故
の
防
止

▲

天

候

の

変

化

に

し

ゅ

う

ふ

ん

注

意

を

冬

山

は

大

候

の
変

化

が

激
し

い
の
で
、

■

前

に

山

岳

情

報

の

収

楽

に
努

め

る

こ

と

が
大

切

で

す

。

ま

た

　

天

候

の
悪

化

が

予

想

さ

れ

る

場

合

に

は

　

弟

気

を

も

っ
て

章

山

を

中

止

す

る

こ

と

も

大

切

な

こ

と

で
す

。

▲
無

理

の

な

い
計

画

と

し

ゅ
う

ぶ

ん

な

装

備

を

無

理

な

計

画

を

強

行

し

た

こ

と

に

起

四

し

て

地

雑

す

る

と

い
う

ケ

ー

ス

が

あ

と

を

絶

ち

ま

せ

た

。

余

裕

の

あ

る

計

面

と

そ

れ

に

児

合

っ
た
装

備

　

食

粒

十

を

忘

れ

す

に

用

意

し

ま

し

ょ

う

。

▲

経

験

豊

か

な

リ

ー

ダ

ー

の

も

と

で

冬

山

は

危

険

が
多

い

の

で

、

准

敢

豊

市

で

信

加

の

で

き

る

リ

ー
ダ

ー

の
も

と

本
―

テ

ィ

ー

を

組

ん

で

登

山

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

．

▲

登

山

計

画

書

は

必

ず

事

前

に
警

察

ヘ

計

画

■

は
　

必

す

■

前

に

登

ろ

う

と

す

る

山

を

せ

轄

す

る

警

祭

署

へ
提

出

す

る

と

と

も

に
　

破

功

の

人

や

家

族

■

に

も

知

ら

せ

て

お

き

ま

し

ょ
う

。

健康で働き 楽 しい家庭をつくりましょう
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金

山

隈

温

泉

越
越
ら
ぎ
の
個

オ
ー
プ
ン

一
月
十
三
日
、

待
望

の
金

山
峡
温
泉

「
せ
せ
ら
ぎ

の
宿

」
が
オ
ー
プ

ン
し
、

二
十
九

日
に
は
、

小
野
町
長

は
じ
め
町

理
事
者

、
議

会
、

観
光
協
会
な

ど
の
関

係
者
約
六
十
人

が
出
席
し

て
、

落
成
式

も

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の

「
せ
せ
ら
ぎ

の
宿
」

は
、

町
営

金

山

ス
キ
ー
場

の
す
ぐ
下

に
あ

り
、

標

津
市
街

か
ら
二
十

一
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に

位
置
し
、

木
造

モ

ル
タ

ル
ニ
階
窪

て
、

面
積
六
四
四
平
方

メ
ー
ト

ル

（
約

一
九

五
坪

）
で
、

，
ビ
ー
　
大
広
間

の
ほ
か

個
室
四
室

が
あ
り
、

約
百
五
十
人
を
収

容

で
き
ま
す
。

温
泉

は
、

リ

ュ
ー

マ
チ

性
疾
患

、
動
脈
硬
化
、

高

血
圧

に
よ
く

き
き
ま
す
。

土
曜

日
曜

は
、

家
族
そ
ろ

っ
て

ス
キ

ー
を
楽

し
み
、

疲

れ
た
体
を
温
泉

で

い

や
す

の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

営
業
時

間
は
、

午
前
九
時

か
ら
午
後

九
時

ま
で
で
、

使

用
料
等

は
次

の
と
お

り

で
す

。

使
用
料

（大
広
間
利

用

の
場
合

）

大
人

（中

学
生
含

む
）
二
百
五
十

円

小
人

（
小
学

生
）
　

　

　

　

一
一琶
円

老
人

（
六
十

五
オ
以
上

）
　

一
一菌
円

※
な

お
、

五
月
二
十

一
日
ま

で
は
、

暖
房
料

と
し

て

一
人
五
十
円

か
か
り

ま
す
。

入
湯
税

大
人
　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
円

く

わ
し
く

は
、

役
場
商

工
親
光
謀
電

話

二
局
二

一
三

十
審

か
、

せ
せ
ら
ぎ

の

信

電
話

五
局

二

一
七
二
番

に
お
た
づ
ね

く
だ
さ

い
。

は
し
か
の

予
防
接
種
を
実
施

予
防
接

種
と
は
免
捜
を
作

る

こ
と
で

す
。

免
疫

の
説

明
を
し
ま
し

ょ
う
。

病

原
菌

が
人
間

の
体

に
入
る
と
発
熱
、

発
疹
、

頭
痛
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
症
状
と

と
も

に
発
病
し
ま
す
。

そ

の
時

、
人
間

の
体

は
、

入

っ
て
き
た
ば

い
菌

に
対
し

て
、

防
御
反
応
を
起

こ
し
ま
す
。

は
し

か

の
発
生
、

伝
染
を
防
ぐ
た
め
、

次

の
日
程
で
予
防
接
種
を
行

い
ま
す
。

▲
日
時
　
昭
和

五
十
六
年

二
月

二
十
四

巨
、

二
十
五
日

の
二
日
間
、

年
後

一
時

か
ら
年
後

二
時
ま

で
受
付
ま
す

。

▲
埼
所
　
穏
津
町
国
保
標
津
病

院

▲
対
象
者
　
昭
和

五
十
二
年

二
月
二
十

六

日
か
ら
昭
和
五
十
四
年

八
月

二
十
七

日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
。

▲
料
金

　

一
人
十

二
百
円

（
二
千
四
百

円

の
う

ち
町

が
千

二
百
円
と
班
成
し

て

い
ま
す

。）

な

お
、

対
象

と
な
る
お
子
さ
ん

の
保

護
者

に
は
通
知
を
し
ま
す

が
、

手
違

い

で
通
知

が
届

か
な

い
時

は
、

役
場
保
健

謀
、

電
話

二
月
二

一
三

十
番

に
達

絡
く

だ
さ
れ
ば
接
種
は
受
け
れ
ま
す

。

自然を愛 じ 美 ししヽ郷土をつ<り まし よう
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躍
騰
築
鞘畦ン
揮

標
津
町
商

工
会

（
工
回
敏

一
会
長

）

は
、　

一
月
十
五
日
中
央
公
民
館

で

「
栄

普
を

た
た
え

る
会
」
を
開
き
　
優
良
勤

労
者
を
表
彰
し
ま
し

た
。

会

に
は
、

商

工
会
会

員
や
優
良
従
業

員
な

ど
人
十
人

ほ
ど
が
出
席
し
、　

一
般

従
業
員
二
十
五
人
　
季
節
従
業
員
十
八

人

が
　

疋
国
会
長

か
ら
表
彰
状

と
記
念

品
を
受

け
ま
し
た
。

こ
の
あ

と
　
回
や
道
　
町

か
ら
表
彰

を
受
け

た
人
た
ち

の
紹
介

が
あ
り
、

祝

質
会

と
新
牛
会

に
移
り
、

商

二
会
青
年

部

の
準
備
し

た
料

理
を
賞
味
し
な

が
ら

和

や
か
に
新
年
を
祝

っ
て

い
ま
し
た
。

表
彰
者

は
次

の
と
お
り

一
般
従
業
員

　

▲

二
十
年
表
彩
　
松

井
広
義

、
佐
藤

正
身
、

吉

田
兼
美
、

Ａ

十

五
年

養
彰
　
波
切
進

一
、

佐
藤
久
、

雫
泰

、
大

西
勇

三
、

若
杉
幸

男
、

橋
本

政
昭
、

日
吉
思
夫
、

加
藤
勝
宏

、
木
村

忠
志
、

松

田
さ
だ
、

▲
十
年
表
彰
　
小

川
緩
子
、

湖
橋

正
男
、

能
代
健
、

志
道

昇
、

尾

山
新

一
、

浮

出
章

子
、

二
又
美

恵

子
、

井

ノ
上
栄
子
、

中
島

政
勝
　

▲

二
年
表
彰
　
大
久
峰
生
　
山
田
ト
ミ
子

高
僑
克
律
、

菅

原
加
津
雄
、

佐
藤
由
利

子
、

神
林
英
俊

、
佐

々
木
正
弘
　
佐
沢

譲
　
長
谷
川
平

七
　
沢

田
修

、
若
西
清

二
郎

、
我
妻
幸

子
　
高

城
玲
子

季
節
従
業
員

　

▲
三
十
年
表
彰
　
枢

木
慶

矩
、

▲

二
十

二
年
表
彰
　
山
下
利

男
、

▲

二
十
年
表
彰

　
小
田
島
辰

男
、

仲
屋
億
次
郎

、
立
花
庄

一
郎
、

河
島
敏

夫
　
木
村
輝
男

、
▲
十

五
年

表
彩
　
渡

辺
奉
雄
、

菊
地
正
治
　
室
井
正
、

薄
井

久
男
　

▲
十
年
表
彰
　
遠
藤

ヨ
シ

エ
、

竹

田
た
み
子
、

宗
形
勝
雄

、
千
口
孝
言

、

佐
藤
宏

一
　

斉
藤
守

、
関

エ
ミ
子

国
民
年
金

の
保

険
料
を
支
払

っ
た
人

は
、

自
身

の
分

は
も
ち
ろ
ん
、

家

族

の

分
も

「
社
会
保
険
朴
控

除
」

の
扱

い
を

う
け
、

全
額

が
前
年

の
所
得

か
ら
差
し

引

か
れ

て
、

課
税

の
対
象

に
な
り
ま

せ

ん
。こ

の
た
め
、

二
月
十
六
日
か
ら
二
月

障
害
者

と
と
も

に

嘩
害
者

に
あ
ま
り
接
し

た
こ
と

の
な

い
人
た
ち

の
中

に
は
、

障
害
者
は

一
般

の
人
た
ち
と
全

く
違

っ
て

い
る
と
か
、

障
害

の
状
態

は
伝
染
す

る
と
か

い
っ
た

誤
解
や
偏
見
か
ら
同
情

や
あ
わ
れ
み
の

気
持
ち
で
接
し

た
り
　
好
寄

の
目

で
じ

ろ
じ
ろ
眺
め
た
り
、

拒
否
的
な
態
度

で

接
し
た
り
す

る
人
が

い
ま

だ
少
な
く
あ

り
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う

な
障
害
者

に
対
す

る
誤
解

や
偏
見
　
あ
る

い
は
そ
れ
ら

に
基
づ
く

誤

っ
た
態
度
な

ど
が
、

障
害
者

の
地
域

社
会

へ
の
平
等
な
参
加

を
妨
げ

て

い
る

疋日会長から表彰状を受ける大久さん

保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

十
五
日
ま

で
に
行
う
所
得
税

の
確
定
申

告

の
際

に
は
、

昭
和
五
十
二
年
中

に
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料

の
控
除

の
手
続

き
を
し

て
下
さ

い
。

ま

た
、

昨
年
六
月
二
十

日
ま

で
実
施

さ
れ

た
特
例
納
付

の
保
険
料

に

つ
い
て

も
同
様

で
す
。

原
因
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

こ
と
を
な
く
す
た
め
に

は
、

障
害

を
も

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と

自
体

は
特
別
な
問
題

で
は
な
く
、

背

の

高

い
人
や
低

い
人
、

速
く
走
る

こ
と

の

で
き
る
人
や
で
き
な

い
人
と

い
う

よ
う

な
、

身

長

の
違

い
や
運
動
能
力

の
違

い

と
同
じ
個
人
差

の
ひ
と

つ
で
あ

る
と
理

解
し
、

ご
く
自
然
な
態
度

で
接
す

る
こ

と
が
大

切
で
す
。

実
際

に
障
害
者

と
接
し

て
み
る
と
、

こ
れ
ら

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

特

に
今
年

は
、

国
際
障
害
者
年
記
念

事
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、

積
極

的

に
参
加
し
、

障
害
者

と
交
流
す

る

こ

と
に
よ

っ
て
人
間
的
な
触

れ
合

い
を
よ

り
深

め
て

い
き
た

い
も

の
で
す
。

じ

し

昭
和
五
十
六
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す

曜
輸唯暉わ抽
引
劉

たがいに助け合い 暖かい会社 をつくりましょう
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業
慰
の
上
壊
を
つ
く
る
う

「
人
は
人

に
よ

っ
て
人

に
な

る
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

子
供
は
、

親

は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、

幼
能
国

の
先

生
　
隣
り
近
所

の
人
た
ち

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
　
　
お
と
な

に
接

し
な

が
ら
毎

コ
を
送

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

″
子
供
を
取
り
巻
く
お
と

な
″

の
子
供

た
ち

に
与

え
る
影
響

は
大

き
く
、

言
葉

づ
か

い
を

は
じ
め
、

生
活

態
度

、
も

の
の
考

え
方
　
感
じ
方
な
ど

い
ろ

い
ろ
あ
ら
わ
れ

て
き
ま
す
。

な

か
で
も
、

と
く

に
親

の
影
響

が
強

く
、

子
供

の
性
格

、
さ
ら

に
は
将
来

さ

え
も
方
向
づ
け

る
場
合

が
少
な

く
あ
り

傘

轡

ま

せ
ん
。

子
供

は
、

親

が

日
で
で
つ
よ
り
先
に
、

親

の
生
活
態
度

、
生
き

る
姿
勢

を
敏

感

に
感
じ
と
り
　
自
己
を
形
成
し

て

い
く

と

い
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、

父
が
仕
事

に
精

い
っ
ぱ

い
生
き

ぬ

い
て

い
る
姿
を
、

ま

た
　
母

が
誠
実

に
日

々
の
暮

ら
し
を
営

ん
で

い

る
姿
を
目

の
あ

た
り

に
し

て
、

子
供

は

自
ら
も
そ

の
よ
う

に
あ
り
た
い
と
思

い
、

こ
こ
に
親
子

の

一
体
的
な
感
情
、

共
感

が
生
ま
れ
る

の
で
す
。

親

が

日
で
子
供

に
言
う

こ
と
と
、

自

ら

の
生
活
態
度

に
キ

ャ
ッ
プ

が
あ

る
と

き
、

子
供

は
と
ま
ど

い
を
感
じ
、

時

に

は
思

わ
し
く
な

い
結

果
を
紹
く

こ
と
も

あ

り
ま
す
。

ま

た
、

親

の
子
供

に
対
す

る
影
響

は
、

親

が

一
方
的

に

″
与

え
る
″
と

い
う
よ

り
も
、

子
供
自
身

の

″
開

か
れ
た
心
″

が
相
手

の
思

い
を

理
解

し
よ
う

と

い
う

気
持
ち
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
、

自
ら
影

響
を
受
け

て

い
く
と

い
う
場
合

が
多

い

よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う

な
親
子

の
共
感

に
も

と
づ

く

″
心

の
経
験
″

が
、

子
供

の
成
長

の

糧

と
な

っ
て

い
く
よ
う

で
す
。

た
と
え
ば
、

子
供

は
、

自
分
が
大
事

に
さ
れ
、

愛

さ
れ
て

い
る

の
を
知
る
と

、
も

っ
と
愛

さ
れ
た

い
」

「愛
し

て
く
れ

る
人

の
望

み
を
受
け

と
め
、

そ

の
よ
う

に
あ
り
た

い
」

と
親

の
気
持
ち

に
応

え

よ
う

と
し

、　
一
種

の
感
動
を
伴

っ
た
心

の
変
化

が
起

こ
り
ま
す
。

こ
う
し

て
、

子
供
は
親
と

の
心

の
関

係
を
深
め
な
が
ら
、

強
く
影
響
を
受

け

て

い
き
ま
す

。

大
切
な

の
は
、

共
感

の
生
ま
れ
る
土

壌

づ
く
り

で
、

そ

の
た
め
に
は
、

子
供

の
感
受
性

が
大
き
く
も
の
を

い
い
ま
す
。

家
庭

で
は
、

他

人

の
気
持
ち
を
受
け

入
れ
る

″
心

の
ゆ
と
り
″
、

素

直

に
感

動

で
き

る

″
心

の
豊

か
さ
″
を

つ
ち
か

う

よ
う

に
し

た

い
も

の
で
す
。

総
理
府

で
は
、

広

く
国

民

の
皆

さ
ん

か
ら
、

政
府

の
施
策

に

つ
い
て
意
見
、

批
判
、

要
望
を
お
き
き
し

て

い
ま
す
。

み
な
さ

ん
の
声
を
国

の
政
策

に
反
映
す

る
た
め
に
、

全
国

か
ら
国

政

モ

ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

国

の
行
政

に
関
心
を
お
持
ち

の
方

の

応
募
を

お
待

ち
し

て

い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

国

の
行
政

に

つ
い
て
関

心

の
あ

る
ニ

十
歳

以
上

の
日
本
国
民
。

た
だ
し
、

大

の
方

は
応
募

で
き
ま

せ
ん
。

①
国
や
地
方

公
共
団
体

の
議
員

②

常
勤

の
国
家
公
務
員
　
地
方
公
務
員

③

行
政
相
談
委
員

④
国

政

モ

ニ
タ
ー
経
験
者

（
現

に
国
政

モ

ニ
タ
ー

で
あ

る
者
を
含

む
）

▼

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

当

面

の
重
要
施
策

に
関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お
答
え

い
た
だ
く

ほ
か
、

随
時

自
発
的

に
国

の
行
政
全
般

に

つ
い
て
の

具
体
的
提

書
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼

モ
ニ
タ
ー
す

る
期
間

一
年

（
昭
和
五
十
六
年
四
月

か
ら
五

十
七
年

二
月
ま
で
）。

▼
寡
彙
人
員
、

応
募
方
法

（
申
し
込

み
先

）
の
詳
細

に

つ
い
て
は
、

昭
和
五

十
六
年

二
月

の
新
聞

に
広
告
を
掲
載
し

ま
す

。

総
理
府
広
報
室
〇
三
（天

こ

一
〇

二
八

）
　
　
Ｊ

ヽ

bを 豊かにし 文化を高めましょう
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役
場
税
務
財
政
課
で
は
、

昭
和
五
十

六
年

一
月

一
月
現
在
当
町

に
在
住

の
方

を
対
象

に
、

町
道
民
税

の
申
告
受
付
を

行

い
ま
す
。

巡
回

日
程
は
下
記

の
と
お

り

で
す
Ｌ

◆

注
意
事
環
◆

●
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方

▲
成

人

の
方

で
年
間
総
収
入
七
十
万

円
を
超

え
る
方
。

▲
未
成
年

（
昭
和

三
十
六
年

一
月

一
日
以
後

生
ま
れ

）

障
害
者

・
老
年
者

（大

正
二
年

一

月

一
日
以
前
生
ま
れ
）
お
よ

び
か
婦

の
方

で
、

年
間
縮
収
入
百
三
十
三
万

四
千
円
を
超
え
る
方
。

◆

当
日
持
争
す

る
も

の
◆

印
鑑
　
国

民
健
康
保
険
証

・
昭
和

五

十
五
年
中

に
お
き
め
た
生
命
保
険
掛

金

の
領
収
書

・
国

民
年
金

お
よ

び
国

民
健
康
保
険
税

で
過
年
度

分
を

お
さ

め
た
場
合

の
領
収
書

　
病

院
等

に
支

払

い
し
た
診
療
費

の
領
収
書

・
農
業

の
方

は
前
記

の
ほ
か
賃
金
支
払
領
収

書
　
売
却
牛

の
あ

る
と
き

は
そ

の
証

明
書
　
昭
和

五
十
六
年
度

分
管
農
計

画
書

　
車
輛

の
車
検
証
お
よ

び
取
得

価
額

の
確

認

の
で
き
る
も

の
。

月  日 時    間 場 所 対 象 地 区

2月 16日侃)
前10時―前11時 蒸 別 集 落 セ ン タ ー

素  別

後 1時 ～後 3時 忠 類 生 活 館 忠  類

17日υd 前10時―後 3時 茶 志 骨 生 活 改 善 セ ン ター 茶 志 骨

18日'的 前10時～後 3時 茶志骨パイロット開拓婦人ホーム 茶志骨パイロット

19日似や 前10時―後 3時 古 多 様 生 活 館 東古多様 ・西古多様 ・北古多糠

20日にお 前10時―後 3時 古 多 糠 生 活 館 古多様市街 `新古多様 南 古多様 上 古多糠

2 1日t□
前10時～前11時 崎 無 異 会 館 崎 無 異

前10時～前11時 浜 古 多 糠 会 館 浜古多様

23日桐)
前10時～前11時 伊 茶 仁 会 館 伊 茶 仁

後 1時 ～後 3時 束 茶 志 骨 会 館 東茶志骨

24日 (角 前10時～後3時 "北 公 民 館 東川北 西 川北

25日9Ю 前10時～後4時
標 津 中 央 公 民 館 標津市街(所得税の納税相談も行います)

漁 業 協 同 組 合 漁業者の納税相談

26国内 前10時～後 3時 ' 1北 公 民 館 北 標 津

27日電勘 前10時～後 3時 川 北 公 民 館 北川北 西 北標津

28日eD 前10H寺～正 午 川 北 公 民 館 南川北

3月 2日1 5 1 前10時―後 3時 川 北 公 民 館 桜ヶ丘町 `共栄町

3日 (ブ0 前10時～後 3時 ナ1北 公 民 館 旭町 寿 町

4日似的 前10時―正 午 住 吉  東 浜 生 活 錯 住吉町 束 浜町

確
定
申
告
で

所
得
税
が
房
る
方
ヘ

限
帥鈴〕嘩卯抑巾巾包

所
得
税

の
確
定
申
告

で
、

税
金

が
戻

る
場
合

の
逮
付
金

の
受
け
取
り
は
、

銀

行
な

ど

の
預
金

田
座
振

り
込

み
の
ご
利

用
を
お
す
す
か
し
ま
す
。

本
年

か
ら
、

通
付
金

の
金
額

の
多

少

に
か
か
わ
ら
ず

、
銀
行
な
ど

の
預
金

ロ

座

へ
の
振

り
込

み
が
で
き
ま
す
。

連
付
金

の
預
金

田
座

振
り
込

み
を

ご

利
用
さ
れ
る
方

は
、

申
告
書

に
銀
行
名

、

預
金

田
座
番
号
を
正
確

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

な

お
、

く
わ
し
く
は
、

根
室
税
務
署

に
お
た
ず

ね
く
だ
さ

い
。

ヽ
、じ

子もどの夢を育て 平和な町をつ<り ましよう
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番

”
寄

本

一
番

―
―

と

い
う

言
葉
を
き
く
と

や
れ
や
れ
、

ど
う

や
ら

こ
れ
で
冬
も
終

わ
り

か
と
ホ

ッ
と
す

る
よ
う
な
気
分

に

な
り
ま
す
。

と

こ
ろ

が
　
実

は

こ
の
言
突

、
も
と

も
と
九
州

の
漁
師
た
ち

の
間

で
使
わ
れ

て

い
た
と

い
う

こ
と
で
、

春

一
番

の
強

風

で
れ

が
北

れ
ら
か
ら
気
を

つ
け

る
よ

う

に
と

い
う

ヶ
汁
せ
付
け

″
だ

っ
た
よ

う

で
す
。

奉

一
番

と
は
、

文
字
通

り
春

の
訪
れ

を
告
げ
る
強

い
高

の
風
で
す

が
　

日
本

海

の
代
気
圧

に
向

か

っ
て
大
平
洋

の
暖

気

が
吹
き
込

ん
で
起

こ
る
も

の
で
　
時

に
は
初
夏

の
よ
う
な
暖
か
さ
に
な

り
ま

す
。本

〓
器

の

″
ｉ
言

″
を
出
す
気
象
庁

第
四
□
融
資
申
込
受
付
は
二
月
二
十
六
日
ま
で

―

―

住

宅

金

融

公

庫

―

―

住
宅
金
融
公
片
で
は
　
昭
和
五
十
五

年
度
第
四
回
個
人
向
け
融
資
の
申
込
受

付
を
次
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▲
貸
付
の
梅
類
　
一
般
住
宅
牲
設
資

金

（床
面
積
〓
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上

一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
）

住
宅
改
良
資
金

（増
改
築
後
の
床
両

積
が
円
○
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）

犯
罪
被
害
者
等
綺
付
金
支
結
法
の
あ
ら
ま
し

昭
和
五
十
六
年

一
月

一
国
以
後
発
生
の
事
案
か
ら
適
用

予
報
部

の
話

で
は
、

毎
年

二
月

二
十
二

日
前
後

に
吹
く

こ
と
が
多

い
と

い
う

こ

と
で
す

。

奉

一
番

は

　

一
方

で
、

さ
ま
ざ
ま
な

災
害
を
も

た
ら
す

こ
と
が
多

い
の
で
、

注
意

が
必
要

で
す
。

海

が
荒

れ
て
漁
船

の
道
難
事
故

が
発

生
し
た
り
、

日
本
海
側

で
は

フ

ェ
ー

ン

現
象

が
起

き

て
火
災
を
大
き
く
す

る
原

因
と
な

っ
た
り
、

ま

た
、

雪
国

で
は
な

だ
れ
や
雪

ど
け

に
よ
る
洪
水
な

ど
を
も

た
ら
し
ま
す
。

春

は
、

ほ
の
ほ
の
と
し

た
ポ

カ
ポ

カ

陽
気

と

い
う

イ
メ
ー

ジ
が
強

い
で
す

が
、

気
象
的

に
は
、

む
し
ろ
荒
れ
た
季
節

と

い
っ
て
も
よ
く
　
瓜
と
雨

の
両
方

で
嵐

に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。

海
釣
り
や
登
山

に
出
か
け
る
と
き
は

十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、

火
の

元

に
も

く
れ
ぐ
れ
も

ご
用
心
。

奨
学
資
金
に
百
万
円
寄
付

工
藤
園
美
さ
ん
含
罰
）

薫
別

の
工
藤
盛
美

さ
ん
合
↓

は
、

先

日
、

町
長
室

に
お

い
て

『
奨
学
資
金

に

役
立

て
て
く

だ
さ

い
」

と
、　

一
〇
〇
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

町

で
は
寄
付

さ
れ
た

一
〇
〇
万
円
を

一
町

の
発
展

に
役
立

つ
人
材

の
養
成

と

そ

の
充
実
を
図
る
た
め

の
十‐
奨
学
資
金

貸
付

基
金

Ｈ
」

と
し

て
　
活

用
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
法
律

は
　
人

の
生
命
ま

た
は
身

体
を
讐
す

る
故
意

の
犯
罪
行
為
に
よ
り

死
亡
し
た
方

の
辻
族

ま
た
は
■
怖
キ
を

受
け

た
方

の
救

済
を
図
る
た
め
　
国

が

給
付
金
を
支
給
す

る
制
度

に

つ
い
て
定

め
た
も

の
で
す
。

●
給
付
金
を
受

け
る
人

こ
の
給
付
金

は
、

被
十
者
本
人
ま
た

は
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▲
被
害
者
本

人

に
支
綸
さ

れ
る
も

の

時
を
給
付
令

一約

Ｌ
ｒｉ
木
ト
ガ
円

か

ら
約
九
Ｈ
ｉ
■
方
円

一

▲
遺
族

に
支
給
さ
れ
る
も

の

選
族

給
付
金

【
約
二
百
■
十
万
円

か

ら
約
六
百
万
円

）

●
給
付

金

の
減
額
等

犯
罪
被
害
を
受
け
る

に
千
る
手
併

、

▲
融
資
限
度
額
　
木
と

で
五
百
万
円

▲
利
４
　
年
五
　
■

パ
ー

セ

ン
ト

▲
Ｌ
済
期
間
　
木
辻

で
二
十
■
年
以

内
　
非
木
Ｌ

で
，
十
二
年
以
内

く
わ
し
く
は
、

根
室
信
用
金
庫
標
津
支

店

、
電
話

二
局
二
五
二

一
番

に
お
間

い

合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

あ

る

い
は
公
的
な
救
済
制
度

に
よ

っ
て

給
付
令
を
支
給
さ
れ

た
場
合

は
　

こ
の

制
度

に
よ
る
給
付
命

は
減
額
ま
た
は

今
領
支
給
さ

れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
給
付
金
を
受

け
る
た
め
の
申
請

給
付
令

の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る

人
は
　

そ
の
人

の
住
所
地
を
管
鍬
す
る

郎
地
府
県
公
安
委
員
会

に
中
載
し
　
そ

の
教
定
を
≡

け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
請

は
、

当
該
犯
罪
被
害

が
発
生
じ

た
月

か
ら
し
年
以
内

　
■
該
犯
罪
投
十

の
允
■
を
加

っ
た
Ｈ
か
ら
ｉ
年
以
内
に

行

わ
な
け
れ
ば
受

理
さ
れ
ま

せ
た
。

そ

の
他

、
詳
細

に

つ
い
て
は
、

最
寄

り

の
特
察
者

に
お
た
づ
ね
く

だ
さ

い
。

リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

「子
供
の
成
長
が
早
い
の
で
、

貿
う

の
も
も
っ
た
い
な
い
」
、　

モ
つ
い
う
悩

み
を
お
も
ち
の
お
母
さ
ん
。
リ
サ
イ
タ

ル
セ
ン
タ
ｌ
ｉ
局
二

一
二

十
番
へ
ま
ず

電
話
を
。

望
み
の
物
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま

た
、

反
対

に

「
小
さ
く
な

っ
た
」

「新

し
く
買

い
換
え
た
」

「同
じ
も

の
が

，

つ
あ

る
」
。　

こ
の
よ
う
な

方

は
、

槌

供
し

て
く
だ
さ

い
。

フ
ル
に
活
用
さ
せ

て

い
た
だ
き
ま
す
。

水
道
凍
結
に
注
意

寒

い
毎

日
が
続
き
、

水
道

の
凍
結

に

注
意

が
必
要
な
季
節

で
す
。

水
道

の
し

ば
れ
や

（
レ
ツ
は
、

ち

ょ

っ
と
し

た
油

断

か
ら
起

こ
り
ま
す
。

お
や
す

み
前

は

も
ち
論

、
長
時
間

の
外
出

、
日
中

で
も

特

に
冷
え

こ
む
時

は
　

元
栓

で
水
を
お

と
し
ま

し

ょ
う
。

も

し
凍

っ
た
ら
、

次

の
修

理
店

に
連

絡
し

て
く
だ
さ

い
。

標
津

地
区
　
出

日
設
備
　
電
笛

二
局

二
四
七
九
番

川
北
地

区
　
更
谷
商
店
　
■
嶺

五
局

二
〇

三
六
書
　
　
換
商
店
　
■
監

五

局

工
〇

二

一
番

）
　
Ｊ

寄付金を贈る工藤さんい 央)
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2・3月 の健康 相 談 日

町
保
健
謀
で
は
、

各
地
区

で
の
健
康
相
談
の
ほ
か

一
昨

年
十
二
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
、

役
場

（基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
）
の
健
康
相
談
室
を
会

場
と
し
た

「
全
町
対
象
の
健

康
相
談
」
は
、

次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

時
間
は
　
い
ず
れ
も
年
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で

す
が
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
健
康
相
談
口
◎

▽
二
月
　
”一十
日
０

▽
二
月
　
　
ュ〈
日
０

▽
二
月
二
十
七
日
０

Ｏ
収
柴
日
程
Ｏ

▽
二
月
四
日
的

川
北
市
街
地
区
　
伊
茶
仁

忠
類
　
浜
古
多
様
　
薫
別

崎
祭
果
　
古
多
様
市
街

▽
二
月
五
日
内

新
川
上
町
　
川
―．
町

栄
　
　
町
　
線
　
町

弥

栄

町

▽
三
月
六
日
０

本
　
町
　
鳩
ヶ
丘
町

双
葉
町
　
桜

木

町

住
吉
町
　
東

浜

町

二
月
は
　
以
上
の
Ｈ
程
で
、

燃
え
な

い
ゴ
ミ
の
収
業
を
行

い
ま
す

の
で
　

一
般

の
ゴ
ミ

と
区
別
し
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

―

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
ま

す

―

～
社

会

福

祉

協

議

会

へ
～

◎

全

快

祝

を

廃

し

王

船

義

雄

薫

別

▼

熊

谷

栄

作

本

町

▼

椛

木

左

門

　

南

川

北

▼

八

柳

君

夫

　

忠

　

類

▼

編

　

円

　

イ

ト

ノ
　

　

共

栄

町

◎

香

典

返

し

を

廃

し

▼

小

　

原

　

稔

　

雄

　

　

上

古

多

様

▼

柴

田

　

　

優

　

土
（

栄

町

▼

管

　

野

　

善

太

郎

　

　

北

古

多

焼

▼

西

　

本

　

正

　

子

　

　

川

上

町

◎

活

動

資

令

と

し

て

▼

中

標

津

ロ
ト

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

▼
聖
友
標
津
　
▼
古
多
様

民
踊
同
好

〈
〓
　
▼
陸
上
自
衛
隊
標
津
分
と
ん
地

二
曹
会
　

▼
吉
家

正
志

◎
恵
ま
れ
な

い
子
供

た
ち

に

▼
高
　
橋
　
欣
　
也
　
　
新

川
上
町

◎
交
通
遺
児
育
英
資
金
と
し

て

▼
西

本

正

子

　

川

上

町

べ
敬

称

略
〉

業
本
村
幸
太
郎

さ
ん
か
ら
あ
き
あ
し

と
、

標
津
娯
楽

セ

ン
タ
ー
さ

ん
か
ら

石
け
ん

の
寄
付

が
あ
り
ま
し

た
。

あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。

表
紙
写
真
募
集

広

報

し

べ

つ

の

表

紙

写

真

を

一
般

の

皆

さ

ん

か

ら

募

集

し

ま

す

。

く

わ

し

く

は

、

役

場

町

民

課

知

ら

せ

聞

く

係

電

話

二

局

工

一
二

一
番

ま

で

。

先
月
分

3月 の不 燃 物 収 集

「
~~~~~~~― ――――～―

コ

《標津町だより》
NHK総 合テレビジョン

く午前8時14分から〉

NHKラ ジォ釧路 第 1放 送
く午後3時56分から〉

X標 津冊Tの話題などを放送します。

人のうご

く1月末日現在〉

世帯数2,191世帯( 2)

人 口 7,457人  (△ 6)

男 3,738人  (△ 2)

女 3,719人  (△ 4)

澪( )内は前月比

日

日

０
２

月
月

２

３

ヒ_ _ _ _ _ _ _ _ _― 一 ― ― ―J

届け出分です

涯も
お
啓宕でとぅ

大の氏 名

有 川  弘  午  ‖l  Ⅲ  美  和  束 泰志骨

r _ t阿 宏 之 1夕 m頼 子 綜  町

大 久 挙 ・降 十1止 信 子 弥 栄 町

田 中 彰 良 t h l  u !格 子 緑  町
l  L幸 “判 i l l "順 子 住 吉 町

高 橋 勇 古 ‖1中 障 志 北 標 津

地堤ざ諸デます

帥

『

印

申

蜘

『

帥

中

中

『

卵

中

印

的

帥

印

名

各

人

裕

明
虹

姉

介

弘

之

志

　

聖

子

“

え

ψ

由

打

よ

後
輸

杵

亮

友

鯉

孝

　

貫

智

立

わ

納

女

”

”

男

女

場

”

男

”

女

女

女

女

列

女

純

２

支

２
掟

ｋ

に

よ

３

８

長

■

２

３
支

Ｉ

敗

工

男
付

紀
十

一
創

来

進

昭

正

性

加

也

名

正

進

静

淑

幸

工

■

　

秀

　

良

　

政

竹

力

氏の
上

山

藤

野

口
村

田
部

木

川

瀬

中

崎

山

木

父

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

々

白

西

佐

大

竹

木

川

渡

鈴

古

勝

田
局

Ｌ

佐

いつ まで も

お幸 せ に

班の 氏名   住  所

欄

輸

６７

５３

鏑

７９

７２

・９

６８

５３

帥

『

印

噂

抑

印

］

的

い

子

ヨ

マ

盛

大

脩

一

範

名

冬

林

ツ

幸

久

　

店

国

民

国

林

野

藤

原

ネ

地

沼

柴

佐

管

工

福

西

福

小

へのねがし

1月の交通事故 1件 (2

死  者  1人 (0

傷  者  o人 (3
55年の事故累計 15件

死  者  1人

傷  者 23人
( )はa 1 4 i F J期を示す。

〕
　
　
〕


